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論文の内容の要旨 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 



 

 

論文審査の結果の要旨 

 
 異種高分子対の多くは熱力学的に非相溶であり、そのほとんどは相分離構造を形成することが

知られている。高分子材料の分野では、特に、硬質プラスチックの脆性的な性質を改質するため

に、ゴムの添加が盛んに行われているが、これらの高分子ブレンドは、そのほぼすべてが相分離

構造を形成する。一般的には、硬質プラスチックとゴムとの屈折率は異なるために光散乱を生じ

て不透明な材料となるが、両成分の屈折率を一致させることで透明な材料を設計することも可能

である。しかしながら、室温で屈折率が一致していても、プラスチックとゴムとでは屈折率の温

度依存性が異なるために、高温条件では不透明になるという問題が生じていた。透明性の変化は

その樹脂を着色した際の外観にも影響を及ぼす。すなわち、室温では優れた発色性を示しても温

度上昇とともに濁った色彩となってしまう。この問題の改良は、自動車内装材などを始めとした

多くの用途で求められている。 

本研究では、プラスチックに低分子液体を少量添加することにより、屈折率の温度依存性がゴ

ムの値に近づくことを初めて明らかにしている。これは低分子液体化合物の添加により自由体積

分率が増加し、熱膨張が顕在化したために生じる。その結果、プラスチックとゴムとの屈折率差

は温度が変わっても変化せず、広い温度領域で透明性および発色性に優れたゴム改質プラスチッ

ク材料を設計することが可能になる。本研究では、実際に自動車内装材として用いられているポ

リメチルメタクリレートに屈折率が同じ程度のゴムと、さらに低分子液体として可塑剤を少量添

加することで、室温から 80℃程度までの幅広い温度範囲で透明性に優れる材料を設計するに至

っている。さらに、混合条件とゴム粒子の分散状態との関係を考察するとともにそれを光散乱と

関係づけて検討を進めており、得られた結果より材料組成のみならず最適な混合および成形加工

条件を提案している。本材料は実用化も視野に入ることから、基礎研究が工業材料の開発にとっ

て極めて重要であることを示す一例となっている。 

 以上、本論文では、ゴム粒子によって力学特性を改質したガラス状透明プラスチックの光散乱

特性について調べるとともに、ゴム分散系プラスチックでありながら幅広い温度範囲で優れた透



明性を示す初めての材料を提案している。また、これらのメカニズムを明らかにしたことから学

術的にも貢献するところが大きい。よって博士（マテリアルサイエンス）の学位論文として十分

価値あるものと認めた。 


